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ふ
る
さ
と
甲
賀
の
味
を

子
ど
も
た
ち
に

　

子
ど
も
た
ち
の
健
康
な
体
と
心
を
育
む
学
校
給
食
。食
を
巡
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し
、食
の
安
全
が
揺
ら
ぐ
今
、市
で
は
、地
元

で
採
れ
る
食
材
を
活
か
し
た
学
校
給
食
を
子
ど
も
た
ち
に
提
供
し

て
い
ま
す
。食
品
の
栄
養
的
な
働
き
や
地
場
産
物
に
つ
い
て
、教
科

等
で
学
習
し
、知
識
を
深
め
た
り
体
験
し
た
り
し
て
、食
に
つ
い
て

考
え
る
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

甲
賀
の
特
産
物
で

お
い
し
い
給
食

〜
ふ
る
さ
と
献
立
の
日
〜

　

市
で
は
、
日
々
安
心
・
安
全
な
学
校
給
食
づ

く
り
に
努
め
て
お
り
、
使
用
す
る
食
材
の
品
質

や
生
産
地
、
加
工
品
の
材
料
配
合
な
ど
に
つ
い

て
厳
密
な
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

学
校
給
食
の
食
材
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
国
内

産
及
び
地
場
産
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
月
1
回
、
郷
土
料
理
や
地
場
産
物
を
取

り
入
れ
た
「
ふ
る
さ
と
献
立
の
日
」
を
設
け
て

い
ま
す
。「
甲
賀
ふ
る
さ
と
汁
」や「
忍
者
な
べ
」

な
ど
、
地
元
産
の
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
は
子
ど
も
た
ち
に
も
人
気
。
給
食
の
時

間
に
は
、
地
元
で
採
れ
た
食
材
を
使
用
し
て
い

る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
、
子
ど
も
た
ち
の
郷
土

へ
の
関
心
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
通
学
途
中
に
あ
る
「
食
育
畑
」
の
野

n

「おいしい。ご飯おかわり〜」「いつも残さないで食べているよ」と元気に話してくれた甲南第二小学校1年生の皆さん

「
生
き
る
力
」を
育
む
学
校
給
食

栄
養
教
諭　

村む
ら

田た

喜き

よ

み

代
美
さ
ん

　

甲
賀
に
は
全
国
に

誇
れ
る
お
い
し
い
お

米
や
農
産
物
が
あ
り

ま
す
。
今
、
子
ど
も

た
ち
の
野
菜
離
れ
が

進
ん
で
い
ま
す
。
野

菜
と
い
っ
て
も
サ
ラ
ダ
で
は
な
く
、
特
に
根
菜
類
（
煮

野
菜
）
を
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
給
食
に
も
多
く
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
健
康
を
考
え
自
分
で
き
ち
ん
と
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
が
で
き
る
子
、「
生
き
る
力
」
を
持
て
る

子
を
、
学
校
給
食
を
通
し
て
育
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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たまご焼たくあんのソテー

とりすき黒影米

菜
は
、
給
食
に
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
栽
培

の
様
子
を
目
に
す
る
こ
と
で
食
材
に
親
し
み
を

持
ち
、
作
っ
て
く
れ
た
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

　

地
場
産
農
産
物
を
使
っ
た
給
食
は
、「
新
鮮

で
安
全
な
旬
の
食
材
を
食
べ
ら
れ
る
」
だ
け
で

な
く
、「
地
元
の
農
業
の
振
興
が
図
れ
る
」
と

い
う
消
費
者
・
生
産
者
と
も
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

お
い
し
い
お
米
は
甲
賀
の
自
慢

〜
お
米
ア
イ
デ
ア
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
〜

　

全
国
に
誇
れ
る
甲
賀
の
お
い
し
い
お
米
。
市

内
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
お
米
を
使
っ

た
ア
イ
デ
ア
料
理
、
自
慢
料
理
、
伝
統
料
理
を

募
集
し
ま
し
た
。

　

2
月
9
日
（
土
）
に
は
、甲
賀
保
健
セ
ン
タ
ー

調
理
場
で
実
演
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
、
市

内
の
小
学
生
と
そ
の
家
族
8
組
18
名
が
、
腕
前

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

お
い
し
さ
、
ア
イ
デ
ア
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
な

ど
5
項
目
に
よ
り
審
査
さ
れ
た
結
果
、
信
楽
町

の
冨
岡
さ
ん
家
族
の
「
混
ぜ
ご
飯
の
俵
結
び
」

が
最
優
秀
に
輝
き
ま
し
た
。

　

出
品
作
品
は
今
後
、
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
の
参

考
に
し
た
り
、
保
護
者
向
け
の
レ
シ
ピ
集
と
し

て
活
用
し
た
り
す
る
予
定
で
す
。

給
食
は
「
食
べ
る
教
材
」

〜
給
食
感
謝
週
間
〜

　

毎
年
、
1
月
24
日
か
ら
30
日
は
全
国
学
校
給

食
感
謝
週
間
で
す
。
週
間
中
に
は
、
市
内
の
学

校
で
も
、
甲
賀
市
内
や
滋
賀
県
内
で
採
れ
る
野

菜
な
ど
を
た
く
さ
ん
使
用
し
た
献
立
が
給
食
に

登
場
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
給
食

に
は
赤
・
黄
・

緑
の
栄
養
が
バ

ラ
ン
ス
よ
く

入
っ
て
い
る
こ

と
を
学
習
し
た

り
、
食
材
を
提

供
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
方
と

一
緒
に
給
食
を
囲
ん
だ
り
す
る
な
ど
、
各
校
で

の
給
食
感
謝
週
間
の
取
り
組
み
は
、
子
ど
も
た

ち
の
食
へ
の
関
心
を
高
め
、
農
業
に
携
わ
る
方

や
調
理
に
関
わ
る
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
育

む
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

学
校・家
庭・地
域
で
考
え
る

子
ど
も
の
食

〜
学
校
給
食
展
〜

　

食
に
関
す
る
指
導
は
、
学
校
だ
け
で
な
く
家

庭
や
地
域
の
人
々
の
理
解
や
協
力
が
不
可
欠
で

す
。
子
ど
も
の
食
を
学
校
・
家
庭
・
地
域
で
考

え
よ
う
と
、
学
校
給
食
展
が
2
月
9
日
（
土
）

か
ら
12
日
（
火
）
ま
で
、
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
明
治
22
年
の
給
食
開
始
当
時
か

ら
現
在
ま
で
の
給
食
の
展
示
、
各
学
校
の
食
育

へ
の
取
り
組
み
や
市
内
の
特
産
物
の
紹
介
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
甲
賀
ふ
る
さ
と
汁
」

も
振
る
舞
わ
れ
、
訪
れ
た
人
は
、
体
を
温
め
な

が
ら
、
子
ど
も
の
食
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

n �

チームワークもばっ
ちりの富岡さん家族

n
�

給
食
感
謝
週
間
の
あ
る

日
の
献
立

n
�

学
校
給
食
展
で
の
特
産
品
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー

n
�

子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
き
な
粉
作
り
体
験
コ
ー
ナ
ー

最
優
秀
作
品

「
混
ぜ
ご
飯
の
俵
結
び
」

冨と
み
お
か岡
ふ
じ
子
さ
ん
・
想こ

こ
ろ

さ
ん

　

こ
の
料
理
は
、
コ
ン
テ
ス
ト
の
た
め
に
考
え

た
も
の
で
、
お
米
の
他
に
も
、
か
ん
ぴ
ょ
う
や

お
茶
な
ど
甲
賀
の
特
産
品
を
使
っ
て
い
ま
す
。

水
の
代
わ
り
に
お
茶
で
炊
い
た
ご
飯
に
、
味
を

つ
け
た
ヒ
ジ
キ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ゴ
ボ
ウ
、
シ
イ

タ
ケ
と
、
焼
い
た
鮭
を
混
ぜ
て
油
あ
げ
で
包
ん

で
あ
り
、
野
菜
の
苦
手
な
孫
も
こ
れ
な
ら
た
く

さ
ん
食
べ
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん

な
創
作
料
理
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。（
ふ
じ
子
さ
ん
）

　

お
料
理
が
好
き
で
、
普
段
か
ら
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。
コ
ン

テ
ス
ト
の
た
め
に
が
ん

ば
っ
て
練
習
を
し
て
き

ま
し
た
。
賞
に
選
ば
れ

る
と
思
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
と
て
も
う
れ

し
い
で
す
。（
想
さ
ん
）
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　林委員長さんをはじめ花・木・鳥選考委員会
の皆さんには、慎重な議論を重ねて検討いただ
き、ありがとうございました。
　私たちのまちの豊かな自然を表すこれらの
花・木・鳥は、甲賀市のPRに活躍してもらい
ますが、スギの美林の中に可憐なササユリが咲
き誇り、カワセミのさえずりが聞こえる素晴ら
しい自然環境を残しながら発展を遂げていくた
め、一層努力してまいります。

　選考委員会では、昨年７月から４回の会議を持
ち調査・検討をし、11月に行った市民アンケート
の結果を参考としながら議論を重ね、委員会（案）
を推薦しました。
　自然状態、経済情勢が変わりつつある中、これ
らを甲賀市のシンボルとして大切にすることは、
環境保全にもつながっていくと思います。
　また、合併前の旧町で定められていた花・木・
鳥も市の花・木・鳥と同様に、今後も守り育てて
いかれることを願っています。

花・木・鳥
市の花木鳥が決まりました

決定!! 甲賀の

　甲賀市のシンボルとなる花・木・鳥について、専門知識
を有する市民による「甲賀市 花・木・鳥選考委員会」から推
薦を受けた 花：ササユリ、木：スギ、鳥：カワセミ を市の
花木鳥として制定することに決定しました。

花
木
鳥
の
委
員
会（
案
）に
つ
い
て
報

告
す
る
林
委
員
長（
中
央
）・
小
西
委

員（
右
）と
受
理
す
る
中
嶋
市
長

花 木 鳥ササユリ スギ カワセミ
　昔から里山によく生育し人と共生し
てきたササユリは、甲賀の里山の自然を
象徴する花です。減少から守ろうと地元
の方による熱心な保護活動もされてい
ます。甘い香りを放つ薄桃色の花と繊細
な姿形は、清楚で気品があり、人を和ま
せる魅力があります。

　古くから林業が盛んだった甲賀の地
を代表する木であるスギ。市内各地に地
名としても残されており、岩尾池畔のス
ギをはじめとする銘木・巨木もありま
す。その真っすぐに伸びる姿は、甲賀市
が未来に向かって発展していくイメー
ジにふさわしいと考えられます。

　カワセミは、特に魚類が豊富な川や池
の周辺で見られます。水辺の環境や生物
層の豊かさを象徴するこの鳥は、野洲
川、大戸川水系の水源地である甲賀市に
ふさわしい鳥と言えます。その美しい姿
は「空飛ぶ宝石」と言われ、見る人を引き
つける魅力があります。

甲賀市花・木・鳥選考委員会委員長　林　茂博甲賀市長　中嶋　武嗣 花
・
木
・
鳥
に

   

込
め
る
思
い

花
・
木
・
鳥
に

   

込
め
る
思
い

はやし　　　　しげ　ひろ
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535

水口城跡

法務局

水口図書館

水口郵便局

自主活動センター
きずな

甲賀病院

水
口
石
橋
駅

碧水ホール
簡易裁判所

水口庁舎
水口支所

あいこうか
市民ホール

消防署

水口城南駅

近江鉄道
本線

水口社会福祉センター
水口税務署

甲賀県
事務所

ル
ー
ル 

◆
甲
賀
市
を
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
自
主
的
に
活

動
す
る
団
体
や
グ
ル
ー
プ
（
イ
ベ
ン
ト
の
実
行

委
員
会
や
サ
ー
ク
ル
活
動
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

な
ど
）
が
年
間
登
録
を
す
れ
ば
利
用
で
き
ま
す
。

◆
政
治
・
宗
教
・
営
利
（
塾
や
教
室
な
ど
）
を
目

的
と
し
た
団
体
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

◆「
自
分
た
ち
の
家
」
で
す
。
管
理
人
が
い
ま
せ
ん

の
で
、
利
用
団
体
の
自
主
管
理
・
自
主
運
営
と

な
り
ま
す
。

◆「
次
に
使
う
人
の
身
に
な
っ
て
」
利
用
す
る
の
が

マ
ナ
ー
で
す
。
ゴ
ミ
な
ど
は
す
べ
て
お
持
ち
帰

り
く
だ
さ
い
。

 

年
間
登
録
団
体
を
募
集
し
ま
す
！ 

　

募
集
要
領
・
申
込
書
は
、
き
ず
な
・
市
役
所
市

民
活
動
推
進
課
・
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。
 

◆
募
集
締
切
　

3
月
14
日（
金
）
必
着
　

年
間
登
録
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
！ 

　

年
間
登
録
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

◆
日
　
　

時
　

3
月
9
日（
日
）
10
：
00
〜
12
：
00

◆
場
　
　

所
　

自
主
活
動
セ
ン
タ
ー
き
ず
な

ビ
ジ
タ
ー
利
用
募
集
！ 

　

も
っ
と
多
く
の
皆
さ
ん
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
、
年
間
登
録
を
し
て
い
な
く
て
も
利
用
で
き
る

「
ビ
ジ
タ
ー
利
用
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
利
用
時
間
　

8
：
00
〜
24
：
00
　

◆
利
用
対
象
団
体

　

・
甲
賀
市
を
活
動
拠
点
と
し
て
自
主
的
に
活
動

す
る
団
体
、
グ
ル
ー
プ
（
け
い
こ
事
な
ど
の

団
体
も
利
用
で
き
ま
す
）

　

・
政
治
、宗
教
、営
利
を
目
的
と
し
な
い
団
体

◆
利
用
1
か
月
前
か
ら
随
時
利
用
の
受
付
を
し
て

い
ま
す
。

　市では、人権施策を総合的
に推進するため、人権尊重の
まちづくり推進協議会で素案
を作成し、その後人権尊重の
まちづくり審議会、人権対策
本部で検討を重ね「甲賀市人
権総合計画」案をまとめました。
そこでこの案に対する皆さん
のご意見を募集します。お寄
せいただいたご意見を参考に
最終案を決定します。
　
■募集期間　3月1日㈯
　　　　～30日㈰の30日間
■公表方法　市ホームページ
に掲載、人権政策課・各支
所での閲覧

■意見を提出できる方　市内
に在住・在勤・在学する方、
市内に事業所または事業を

有する個人および法人、そ
の他の団体

■意見の提出方法　住所、氏名、
電話番号を明記の上、直接
持参いただくか郵便（3月30
日必着）、ファックス、Eメ
ールで応募してください。

※その他詳しくは市ホームペ
ージ「パブリックコメント
の手続きについて」をご覧
ください。

■提出先・問い合わせ
〒528-8502 水口町水口6053番地
　甲賀市役所　市民環境部
　人権政策課　人権対策係
　☎65̶0693　℻63̶4582
Eメール　
koka245000＠city.koka.shiga.jp

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

自
主
活
動
セ
ン
タ
ー
き
ず
な

運
営
協
議
会 

☎
＆
℻
6
3
│

7
3
1
0

〒
5
2
8
│
0
0
0
5  

水
口
町
水
口
5
6
7
6
番
地

（
不
在
の
場
合
）

市
役
所
　

市
民
活
動
推
進
課

☎
6
5
│

0
6
8
7 

℻
6
3
│

4
5
5
4

「
私
た
ち
が
決
め
て
、私
た
ち
が
守
る
」を
合
言
葉
に
、み
ん
な
で
育

て
る「
自
主
活
動
セ
ン
タ
ー
き
ず
な
」は
、イ
ベ
ン
ト
の
実
行
委
員
会

や
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
、み
ん
な
で
管
理
を
し
な
が
ら
楽
し

く
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
24
時
間
利
用
可
能
な
施
設
で
す
。

　

現
在
は
、自
主
活
動
を
し
て
い
る
30
団
体
が
き
ず
な
を
拠
点
に
活

動
を
し
な
が
ら
、自
主
運
営
を
行
う「
自
主
活
動
セ
ン
タ
ー
き
ず
な

運
営
協
議
会
」で
、み
ん
な
が
安
心
で
き
、使
い
や
す
い
よ
う
に
ル
ー

ル
を
決
め
た
り
、登
録
団
体
の
交
流
会
を
開
催
し
た
り
す
る
な
ど
活

発
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
　

　

自
由
な
活
動
場
所
を
探
し
て
い
る
団
体
や
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
、

一
緒
に「
自
分
た
ち
の
家
」と
し
て
利
用
し
ま
せ
ん
か
？

自主活動センター

24時間いつでも使えます

きずな

甲賀市人権総合計画案への
ご意見募集

人権尊重の
まちづくりをめざし

n

場所は、あいこうか市民ホール
西側、水口郵便局の向かいです。

　

希
望
ヶ
丘
小
学
校
が
こ
の
ほ
ど
、
第
67
回
全

国
教
育
美
術
展
に
お
い
て
、
日
本
一
の
学
校
に

贈
ら
れ
る
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
と
、
県
の
最

優
秀
校
に
贈
ら
れ
る
地
区
学
校
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
美
術
展
に
は
、
全
国
2
，7
8
2

の
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
か
ら
、

1
2
4
，9
7
0
点
の
応
募
が
あ
り
、
同
校
か

ら
は
、
特
選
に
9
名
、
入
選
に
17
名
、
佳
作
に

9
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

５
年
前
か
ら
毎
年
２
回
の
全
校
描
画
展
を
行

い
、
全
校
み
ん
な
の
努
力
が
実
を
結
ん
で
の
快

挙
。
同
校
児
童
が
図
工
好
き
で
あ
る
こ
と
が
証

明
さ
れ
、
子
ど
も
ら
し
さ
や
質
の
高
さ
が
評
価

さ
れ
た
今
回
の
受
賞
は
、
子
ど
も
た
ち
の
自
信

に
つ
な
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

な
お
、
表
彰
式
は
、
2
月
29
日（
金
）
に
東

京
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
・
地
区
学
校
賞
に
希
望
ヶ
丘
小
学
校

図
工
界
の
最
高
峰

全
国
教
育
美
術
展

広報あいこうか �008.3.1�
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■甲賀市開発関係条例の概要図

開発許可の基準等に関する条例による開発許可対象
みんなのまちを守り育てる条例による事前協議対象

甲賀広域都市計画区域（線引き）
現行の開発許可対象
　市街化区域　　　　　　1,000㎡以上
　市街化調整区域　　 全ての開発行為
みんなのまちを守り育てる条例による事前
協議対象　　　　　　　  1,000㎡以上

土山都市計画区域（非線引き）
現行の開発許可対象　3,000㎡以上
    開発許可の基準等に関する条例   
    による強化　　      1,000㎡以上
みんなのまちを守り育てる条例による
事前協議対象　　　　1,000㎡以上

都市計画区域外
現行の開発許可対象
　　　　　10,000㎡以上
　開発許可の基準等に関
　する条例による強化 　  
        規定なし
みんなのまちを守り育てる
条例による事前協議対象
   　         1,000㎡以上

信楽高原都市計画区域（非線引き）
現行の開発許可対象　3,000㎡以上
    開発許可の基準等に関する条例
    による強化　       　　1,000㎡以上
みんなのまちを守り育てる条例による事前
協議対象　　　　　　　　1,000㎡以上

都市計画区域外
現行の開発許可対象　10,000㎡以上
　 開発許可の基準等に関する条例案
　 による強化　規定なし
みんなのまちを守り育てる条例による
事前協議対象　　　　  1,000㎡以上

■甲賀市みんなのまちを
　守り育てる条例概念図

１　地域のまちづくりを支援

２　透明度の高い手続

３　紛争解決のための話し合い

その他

【地域での取り組み】

【開発事業者】

●地域のまちづくり推進
　協議会の結成（第９条）
●地域のまちづくり基本
　構想の策定公表（第10条）

近隣住民への説明の充実、市・事業者からの開発行為内容のお知らせ　など

事前協議制度
公告、縦覧（第17条） 【市の開発指導】

認定、支援（第９条）

協定の締結（第12条）

詳細は、市ホームページ
で閲覧できます。

【市での取り組み】

●まちづくり推進地区基本
　計画の策定公告（第７条）
　（計画案の広報、広聴説
  明会の開催）

【近隣住民・周辺住民】

開発事業に関する
協定書締結（第19条）

【開発事業の基準】
（第30条～第40条）

【開発協定の締結を経ず、工事着手等】
●是正命令・公表・罰則の適用
　（第49条、第51条、第54条）

●計画表示板の設置（第18条）
●近隣住民等への説明会
　　　　　　　　　（第18条）
●公聴会開催請求（第28条）
●あっせんの申出（第41条）
●調停案受諾の検討（第42条）

●公聴会開催請求（第28条）
●あっせんの申出（第41条）
●調停案受諾の検討（第42条）

●公聴会開催（第28条）
●紛争へのあっせん（第41条）
●紛争への調停（第42条）

※この図は、開発行為等を対象
に、条例による開発許可や事前
協議対象の規模を示したもの
であり、条例の内容の全てを表
したものではありません。

　

今
回
の
権
限
移
譲
を
受
け
、
甲
賀
市
ら
し
さ
を

取
り
入
れ
た
開
発
許
可
基
準
を
策
定
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
甲
賀
市
開
発
許
可
の
基
準
等
に
関

す
る
条
例
を
制
定
、
こ
れ
ま
で
の
県
に
よ
る
開
発

許
可
基
準
よ
り
制
限
を
強
化
し
、
自
然
豊
か
な
甲

賀
市
を
守
っ
て
い
け
る
よ
う
な
運
用
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。
条
例
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
条
例
の
施
行
は
、
平
成
20
年
４
月
１
日

か
ら
と
し
て
い
ま
す
が
、
条
例
に
よ
る
開
発
許
可

の
基
準
を
強
化
す
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
７
月
１

日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

　

地
域
に
お
い
て
ま
ち
づ
く
り
を
主
体
的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
年
４

月
か
ら
都
市
計
画
法
に
よ
る
開
発
許
可
等
の
権
限
が
、
県
知
事
か
ら
市
長
に

移
譲
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
市
域
で
行
わ
れ
る
開
発
行
為
等
に
つ
い
て
は
、
開
発
規
模

に
関
係
な
く
許
可
か
ら
工
事
完
了
の
検
査
ま
で
、
全
て
の
事
務
処
理
を
市
が

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

先
に
説
明
し
た
、
甲
賀
市
開
発
許
可
の
基
準
等

に
関
す
る
条
例
の
対
象
と
な
ら
な
い
開
発
行
為
等

に
つ
い
て
は
、
甲
賀
市
み
ん
な
の
ま
ち
を
守
り
育

て
る
条
例
で
対
応
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
条
例
は
、
市
や
事
業
者
が
行
う
開
発
行
為

等
に
つ
い
て
、
周
辺
住
民
の
皆
さ
ん
等
と
の
利
害

調
整
と
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
方
針

等
と
の
調
整
を
図
る
し
く
み
を
定
め
た
も
の
で

す
。

　

そ
の
概
要
は
、次
の
と
お
り
で
、ま
ち
づ
く
り
に

関
し
、３
つ
の
話
し
合
い
の
仕
組
み
を
設
け
ま
す
。

１ 

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
援

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
地
域
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会
を
認
定
し
、
地
区
計
画
策
定

に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
の
技
術
支
援
を
し
ま

す
。
ま
た
、
そ
こ
で
策
定
さ
れ
た
地
域
ま
ち
づ
く

り
構
想
に
基
づ
き
、
市
と
協
定
を
締
結
し
て
、
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

２ 

透
明
度
の
高
い
手
続

　

開
発
事
業
の
事
前
協
議
制
度
に
よ
り
、
市
及
び

事
業
者
か
ら
開
発
行
為
等
の
内
容
を
お
知
ら
せ
す

る
と
と
も
に
、
周
辺
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
住
民
説

明
等
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

３ 

紛
争
解
決
の
た
め
の
話
し
合
い

　

周
辺
住
民
の
皆
さ
ん
等
と
事
業
者
と
の
利
害
の

調
整
が
困
難
な
場
合
、
公
聴
会
の
開
催
に
よ
り
、

事
業
内
容
を
聴
き
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら

４月１日から市で
開発許可
業務等を開始

に
、
市
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
や
調
停
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
そ
の
他

　

適
正
な
土
地
利
用
に
関
す
る
手
続
及

び
基
準
に
つ
い
て
は
、
主
に
こ
れ
ま
で

の
甲
賀
市
開
発
事
業
等
指
導
要
綱
を
条

例
化
し
、
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
平
成
20
年
７

月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
よ
り
制
限
を
強
化

市
民
参
加
に
よ
る

　
　

ま
ち
づ
く
り
を
推
進

甲
賀
市
開
発
許
可
の

基
準
等
に
関
す
る
条
例
を
施
行

甲
賀
市
み
ん
な
の

ま
ち
を
守
り
育
て
る
条
例
を
施
行

問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課 

計
画
係
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問
い
合
わ
せ

秘
書
広
報
課 

広
報
公
聴
係

新
聞
で
岡
山
城
復
元
と
い
う
記
事
を

見
て
、
驚
き
ま
し
た
。
財
政
難
と
聞

き
ま
す
が
、
な
ぜ
今
ご
ろ
こ
の
よ
う

な
事
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
理
解

に
苦
し
み
ま
す
。
（
市
内
・
男
性
）

　

市
が
岡
山
城
を
復
元
す
る
と
い
う

具
体
的
な
計
画
や
予
定
は
現
在
あ
り

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
全
国
的
に
お
城
を
中
心

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
進
む
中
、
甲

賀
市
で
も
市
民
皆
さ
ん
が
共
有
で
き

る
夢
を
持
ち
、
夢
を
語
り
、
夢
を
実

現
す
る
た
め
に
一
歩
を
踏
み
出
し
、

そ
の
シ
ン
ボ
ル
を
一
緒
に
な
っ
て
考

え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

新
名
神
高
速
道
路
が
開
通
し
、
来

春
完
成
す
る
甲
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
を
含
め
た
市
内
3
つ
の
イ
ン
タ
ー

を
新
し
い
玄
関
口
と
し
、
産
業
面
だ

け
で
な
く
観
光
振
興
に
力
を
注
い
で

い
く
こ
と
は
、
市
内
地
域
経
済
を
活

性
さ
せ
て
い
く
上
で
欠
か
せ
な
い
施

策
で
す
。
当
市
に
は
、
陶
器
や
忍
術

の
ほ
か
、
お
茶
を
は
じ
め
と
す
る
特

産
品
な
ど
豊
か
な
資
源
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ら
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し

な
が
ら
観
光
客
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
生
ま
れ
育
っ
た
郷

土
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
当
市
が

持
続
的
発
展
を
遂
げ
て
い
く
原
動
力

に
ふ
さ
わ
し
い
、
風
格
と
気
品
を
兼

ね
備
え
た
特
色
あ
る
核
を
持
つ
こ
と

は
大
き
な
財
産
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
一
例
と
し
て
挙
げ
た
の
が
古

城
山
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
・
岡
山
城
の
復

元
（
甲
賀
・
文
化
博
物
館
構
想
）
で

あ
り
、
あ
く
ま
で
市
民
主
導
に
よ
る

素
地
づ
く
り
へ
の
提
案
と
し
て
、
今

年
度
、
復
元
の
D
V
D
を
作
成
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
市

民
の
気
運
が
高
ま
り
城
の
復
元
に
向

け
て
動
き
出
し
た
場
合
に
は
、
国
の

支
援
策
等
の
検
討
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
が
、
市
の
一
般
財
源
を
投
じ
て

実
行
す
る
考
え
は
全
く
な
い
こ
と
を

ご
理
解
く
だ
さ
い
。 今、どうして

　岡山城の
　　復元ですか

QA
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■甲賀市開発関係条例の概要図

開発許可の基準等に関する条例による開発許可対象
みんなのまちを守り育てる条例による事前協議対象

甲賀広域都市計画区域（線引き）
現行の開発許可対象
　市街化区域　　　　　　1,000㎡以上
　市街化調整区域　　 全ての開発行為
みんなのまちを守り育てる条例による事前
協議対象　　　　　　　  1,000㎡以上

土山都市計画区域（非線引き）
現行の開発許可対象　3,000㎡以上
    開発許可の基準等に関する条例   
    による強化　　      1,000㎡以上
みんなのまちを守り育てる条例による
事前協議対象　　　　1,000㎡以上

都市計画区域外
現行の開発許可対象
　　　　　10,000㎡以上
　開発許可の基準等に関
　する条例による強化 　  
        規定なし
みんなのまちを守り育てる
条例による事前協議対象
   　         1,000㎡以上

信楽高原都市計画区域（非線引き）
現行の開発許可対象　3,000㎡以上
    開発許可の基準等に関する条例
    による強化　       　　1,000㎡以上
みんなのまちを守り育てる条例による事前
協議対象　　　　　　　　1,000㎡以上

都市計画区域外
現行の開発許可対象　10,000㎡以上
　 開発許可の基準等に関する条例案
　 による強化　規定なし
みんなのまちを守り育てる条例による
事前協議対象　　　　  1,000㎡以上

■甲賀市みんなのまちを
　守り育てる条例概念図

１　地域のまちづくりを支援

２　透明度の高い手続

３　紛争解決のための話し合い

その他

【地域での取り組み】

【開発事業者】

●地域のまちづくり推進
　協議会の結成（第９条）
●地域のまちづくり基本
　構想の策定公表（第10条）

近隣住民への説明の充実、市・事業者からの開発行為内容のお知らせ　など

事前協議制度
公告、縦覧（第17条） 【市の開発指導】

認定、支援（第９条）

協定の締結（第12条）

詳細は、市ホームページ
で閲覧できます。

【市での取り組み】

●まちづくり推進地区基本
　計画の策定公告（第７条）
　（計画案の広報、広聴説
  明会の開催）

【近隣住民・周辺住民】

開発事業に関する
協定書締結（第19条）

【開発事業の基準】
（第30条～第40条）

【開発協定の締結を経ず、工事着手等】
●是正命令・公表・罰則の適用
　（第49条、第51条、第54条）

●計画表示板の設置（第18条）
●近隣住民等への説明会
　　　　　　　　　（第18条）
●公聴会開催請求（第28条）
●あっせんの申出（第41条）
●調停案受諾の検討（第42条）

●公聴会開催請求（第28条）
●あっせんの申出（第41条）
●調停案受諾の検討（第42条）

●公聴会開催（第28条）
●紛争へのあっせん（第41条）
●紛争への調停（第42条）

※この図は、開発行為等を対象
に、条例による開発許可や事前
協議対象の規模を示したもの
であり、条例の内容の全てを表
したものではありません。

　

今
回
の
権
限
移
譲
を
受
け
、
甲
賀
市
ら
し
さ
を

取
り
入
れ
た
開
発
許
可
基
準
を
策
定
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
甲
賀
市
開
発
許
可
の
基
準
等
に
関

す
る
条
例
を
制
定
、
こ
れ
ま
で
の
県
に
よ
る
開
発

許
可
基
準
よ
り
制
限
を
強
化
し
、
自
然
豊
か
な
甲

賀
市
を
守
っ
て
い
け
る
よ
う
な
運
用
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。
条
例
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
条
例
の
施
行
は
、
平
成
20
年
４
月
１
日

か
ら
と
し
て
い
ま
す
が
、
条
例
に
よ
る
開
発
許
可

の
基
準
を
強
化
す
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
７
月
１

日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

　

地
域
に
お
い
て
ま
ち
づ
く
り
を
主
体
的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
年
４

月
か
ら
都
市
計
画
法
に
よ
る
開
発
許
可
等
の
権
限
が
、
県
知
事
か
ら
市
長
に

移
譲
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
市
域
で
行
わ
れ
る
開
発
行
為
等
に
つ
い
て
は
、
開
発
規
模

に
関
係
な
く
許
可
か
ら
工
事
完
了
の
検
査
ま
で
、
全
て
の
事
務
処
理
を
市
が

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

先
に
説
明
し
た
、
甲
賀
市
開
発
許
可
の
基
準
等

に
関
す
る
条
例
の
対
象
と
な
ら
な
い
開
発
行
為
等

に
つ
い
て
は
、
甲
賀
市
み
ん
な
の
ま
ち
を
守
り
育

て
る
条
例
で
対
応
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
条
例
は
、
市
や
事
業
者
が
行
う
開
発
行
為

等
に
つ
い
て
、
周
辺
住
民
の
皆
さ
ん
等
と
の
利
害

調
整
と
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
方
針

等
と
の
調
整
を
図
る
し
く
み
を
定
め
た
も
の
で

す
。

　

そ
の
概
要
は
、次
の
と
お
り
で
、ま
ち
づ
く
り
に

関
し
、３
つ
の
話
し
合
い
の
仕
組
み
を
設
け
ま
す
。

１ 

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
援

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
地
域
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会
を
認
定
し
、
地
区
計
画
策
定

に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
の
技
術
支
援
を
し
ま

す
。
ま
た
、
そ
こ
で
策
定
さ
れ
た
地
域
ま
ち
づ
く

り
構
想
に
基
づ
き
、
市
と
協
定
を
締
結
し
て
、
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

２ 

透
明
度
の
高
い
手
続

　

開
発
事
業
の
事
前
協
議
制
度
に
よ
り
、
市
及
び

事
業
者
か
ら
開
発
行
為
等
の
内
容
を
お
知
ら
せ
す

る
と
と
も
に
、
周
辺
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
住
民
説

明
等
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

３ 

紛
争
解
決
の
た
め
の
話
し
合
い

　

周
辺
住
民
の
皆
さ
ん
等
と
事
業
者
と
の
利
害
の

調
整
が
困
難
な
場
合
、
公
聴
会
の
開
催
に
よ
り
、

事
業
内
容
を
聴
き
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら

４月１日から市で
開発許可
業務等を開始

に
、
市
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
や
調
停
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
そ
の
他

　

適
正
な
土
地
利
用
に
関
す
る
手
続
及

び
基
準
に
つ
い
て
は
、
主
に
こ
れ
ま
で

の
甲
賀
市
開
発
事
業
等
指
導
要
綱
を
条

例
化
し
、
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
平
成
20
年
７

月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
よ
り
制
限
を
強
化

市
民
参
加
に
よ
る

　
　

ま
ち
づ
く
り
を
推
進

甲
賀
市
開
発
許
可
の

基
準
等
に
関
す
る
条
例
を
施
行

甲
賀
市
み
ん
な
の

ま
ち
を
守
り
育
て
る
条
例
を
施
行

問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課 

計
画
係
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問
い
合
わ
せ

秘
書
広
報
課 

広
報
公
聴
係

新
聞
で
岡
山
城
復
元
と
い
う
記
事
を

見
て
、
驚
き
ま
し
た
。
財
政
難
と
聞

き
ま
す
が
、
な
ぜ
今
ご
ろ
こ
の
よ
う

な
事
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
理
解

に
苦
し
み
ま
す
。
（
市
内
・
男
性
）

　

市
が
岡
山
城
を
復
元
す
る
と
い
う

具
体
的
な
計
画
や
予
定
は
現
在
あ
り

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
全
国
的
に
お
城
を
中
心

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
進
む
中
、
甲

賀
市
で
も
市
民
皆
さ
ん
が
共
有
で
き

る
夢
を
持
ち
、
夢
を
語
り
、
夢
を
実

現
す
る
た
め
に
一
歩
を
踏
み
出
し
、

そ
の
シ
ン
ボ
ル
を
一
緒
に
な
っ
て
考

え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

新
名
神
高
速
道
路
が
開
通
し
、
来

春
完
成
す
る
甲
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
を
含
め
た
市
内
3
つ
の
イ
ン
タ
ー

を
新
し
い
玄
関
口
と
し
、
産
業
面
だ

け
で
な
く
観
光
振
興
に
力
を
注
い
で

い
く
こ
と
は
、
市
内
地
域
経
済
を
活

性
さ
せ
て
い
く
上
で
欠
か
せ
な
い
施

策
で
す
。
当
市
に
は
、
陶
器
や
忍
術

の
ほ
か
、
お
茶
を
は
じ
め
と
す
る
特

産
品
な
ど
豊
か
な
資
源
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ら
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し

な
が
ら
観
光
客
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
生
ま
れ
育
っ
た
郷

土
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
当
市
が

持
続
的
発
展
を
遂
げ
て
い
く
原
動
力

に
ふ
さ
わ
し
い
、
風
格
と
気
品
を
兼

ね
備
え
た
特
色
あ
る
核
を
持
つ
こ
と

は
大
き
な
財
産
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
一
例
と
し
て
挙
げ
た
の
が
古

城
山
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
・
岡
山
城
の
復

元
（
甲
賀
・
文
化
博
物
館
構
想
）
で

あ
り
、
あ
く
ま
で
市
民
主
導
に
よ
る

素
地
づ
く
り
へ
の
提
案
と
し
て
、
今

年
度
、
復
元
の
D
V
D
を
作
成
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
市

民
の
気
運
が
高
ま
り
城
の
復
元
に
向

け
て
動
き
出
し
た
場
合
に
は
、
国
の

支
援
策
等
の
検
討
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
が
、
市
の
一
般
財
源
を
投
じ
て

実
行
す
る
考
え
は
全
く
な
い
こ
と
を

ご
理
解
く
だ
さ
い
。 今、どうして

　岡山城の
　　復元ですか

QA
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４月１日から
保育料を改正

■主な改正点
　定率減税廃止、所得税の税源移譲に伴い、Ｄ１階層からＤ
７階層の定義内容（下記の基準額表の太字部分）を改正します。

各月初日の入園児童の属する世帯の階層区分 徴収金基準額（月額）　単位：円

定義 3歳未満児 3歳児 4歳以上児

A 生活保護法による被保護世帯（単給世帯を含む。） 0 0 0

B2 A及びD1～D7
階層を除き、前
年度分の市町村
民税の額が次の
区分に該当する
世帯

市町村民税非課税世帯 5,000 3,000 3,000

C12 均等割額のみ（所得割の額のない世帯） 8,900 6,800 6,800

C22 所得割額のある世帯 15,000 12,600 12,600

改正前（平成19年度） ※改正後（平成20年度～）

D1

A階層を除き、
前年分の所得税
課税世帯であっ
て、その所得税
の額が次の区分
に該当する世帯

9,000円未満 5,000円未満 18,000 15,600 15,600

D2 9,000円以上17,000円未満 5,000円以上10,000円未満 20,800 18,400 18,400

D3 17,000円以上72,000円未満 10,000円以上40,000円未満 24,000 21,600 21,600

D4 72,000円以上 180,000円未満 40,000円以上 103,000円未満 36,000 30,000 28,000

D5 180,000円以上300,000円未満 103,000円以上234,000円未満 49,800 30,200 28,000

D6 300,000円以上459,000円未満 234,000円以上413,000円未満 50,800 30,700 28,200

D7 459,000円以上 413,000円以上 53,800 32,200 29,200

※ 減免世帯（母子・父子世帯の方、障がいをお持ちの方（手帳をお持ち
の方）がおられる世帯）で、B2・C12・C22階層の方は、階層区分がそ
れぞれB1・C11・C21となり、左表のとおり減額しています。

階層区分
徴収金額（月額）　単位 : 円

3 歳未満児の場合 3 歳以上児の場合
B1 0 0
C11 7,900 5,800
C21 14,000 11,600 問い合わせ　こども未来課　管理係

　　　　　　☎ 86-8179　ＦＡＸ 86-8380

市では、国の保育所徴収金基準額表の改正に伴い、
４月１日からの保育料を下記のとおり改正します。

■平成20年度甲賀市保育所徴収金基準額表

【
３
つ
の
習
慣
】

□　

寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

□　

ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使

用
す
る
。

□　

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を

消
す
。

【
４
つ
の
対
策
】

□　

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る
。

□　

寝
具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
災
品
を
使
用
す
る
。

□　

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、住
宅
用
消
火
器
等

を
設
置
す
る
。

□　

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、隣
近

所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

家
庭
で
・
職
場
で
・
地
域
で

『
春
の
火
災
予
防
運
動
』

　

春
先
は
空
気
も
乾
燥
し
て
い
て
火
災
が
起
こ
り
や
す

い
上
に
、春
一
番
と
い
う
強
い
南
風
が
吹
き
荒
れ
る
こ

と
が
し
ば
し
ば
あ
り
、大
火
に
な
り
や
す
い
時
季
で
す
。

　

大
切
な
命
や
財
産
を
火
災
に
よ
っ
て
失
う
こ
と
の
な

い
よ
う
こ
の
運
動
を
機
会
に
、家
庭
で
・
職
場
で
・
地
域

で
防
火
対
策
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

3
月
1
日（
土
）〜
7
日（
金
）

『
火
は
見
て
る

　
　
　

 

あ
な
た
が
離
れ
る 

そ
の
時
を
』

（
全
国
統
一
防
火
標
語
）

■
わ
が
家
の
防
火
対
策
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
！

　

住
宅
火
災
は
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
の
不
注
意
か
ら
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
家
族
一
人
ひ
と
り
が
火
事
を
起
さ

な
い
よ
う
防
火
対
策
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。
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 保険料の納付方法は２種類あります
●特別徴収
　被保険者本人の年金から天引きさせていただきます。
●普通徴収
　年金収入が年額18万円未満の方や、介護保険と後期高齢
者医療の保険料の合計額が、年金収入額の２分の１を超え
る方等は、市から被保険者あてに送られる納付書または口
座振替で納めていただくことになります 。

 保険料の納付開始は次のとおりです
①国民健康保険（国保組合含む）から移行する方
　特別徴収の場合は平成20年４月から（普通徴収の場合は
平成20年７月から）
②�普通徴収の対象になる方、被用者保険の本人で被用者保
険から移行する方

　平成20年７月から
③被用者保険の被扶養者で被用者保険から移行する方
　平成20年10月から
　※ 年度途中で年齢到達等により被保険者となった方は、いったん

普通徴収となり、特別徴収の条件に該当すれば、その後特別徴
収になります。

 被用者保険の被扶養者だった方の保険料は
 次のようになります
　次に該当する方は、資格取得日から２年間、保険料額が
軽減されます。
① 平成20年４月１日に移行される方で平成20年３月31日に

被用者保険の被扶養者であった方
② 制度開始後の年度途中で年齢到達等により資格取得され

る方で、資格取得日の前日に被用者保険の被扶養者で
あった方

◎保険料額（平成20年４月１日加入の方）
・平成20年４月から９月　　　　　　
　保険料は免除されます。
　※平成20年度のみの特例措置です。
・平成20年10月から平成21年３月
　38,175円（均等割額（年額））×１／２（６か月分）×１／１０（９割軽減）＝1,908円
　※平成20年度のみの特例措置で、均等割額が９割軽減されます。
・平成21年度
　38,175円（均等割額（年額））×１／２（５割軽減）＝19,087円／年

問い合わせ
保険年金課　老保医療係
☎65-0689　ＦＡＸ63-4618

　平成20年４月１日から始まる後期高齢者医療制
度（75歳以上の方、65歳以上の一定障がいのある方
が対象）の保険料の納付方法が決まりました。

後期高齢者医療制度　保険料の納付方法決まる

■ 

乗
り
物
火
災
を
防
ご
う
！

　

自
動
車
な
ど
の
乗
り
物
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
次
の
こ
と

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
自
動
車
・
電
車
か
ら
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
を
し
な
い
。●
荷
台
の

整
理
、車
庫
の
施
錠
を
習
慣
に
す
る
。●
違
法
な
青
空
駐
車
は
、絶
対

に
し
な
い
。●
ボ
デ
ィ
カ
バ
ー
に
は
防
炎
処
理
製
品
を
使
う
。●
危

険
物
運
搬
車
両
は
法
令
の
遵
守
、安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
遂
行
で
安
全

移
送
を
図
る
。●
電
車
・
バ
ス
等
に
危
険
物
を
持
ち
込
ま
な
い
。

■ 

恐
ろ
し
い
山
火
事
か
ら
森
林
を
守
ろ
う
！

　

恐
ろ
し
い
山
火
事
か
ら
大
切
な
森
林
を
守
る
た
め
に
次
の
こ
と

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
ハ
イ
カ
ー
は
携
帯
灰
皿
を
所
持
す
る
。●
強
風
時
や
乾
燥
時
、火
災

警
報
発
令
中
に
は
、た
き
火
や
火
入
れ
を
し
な
い
。●
た
き
火
は
水
や

土
を
か
け
て
完
全
消
火
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
。●
火
入
れ
の
許
可

は
必
ず
受
け
る
。●
林
野
に
隣
接
す
る
家
庭
で
は
、子
ど
も
の
火
遊

び
、た
き
火
や
煙
突
な
ど
の
火
の
粉
の
飛
散
な
ど
に
注
意
す
る
。

問
い
合
わ
せ

甲
賀
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部　
［
h
t
t
p
：
／
／
w
w
w
．k
o
k
a
─

k
o
i
k
i
．j
p
］

予　
　
　

防　
　
　

課　

T
E
L
6
3
─

7
9
3
2  

F
A
X
6
3
─

7
9
4
0

水　

口　

消　

防　

署　

T
E
L
6
3
─

1
1
1
9  

F
A
X
6
3
─

7
9
4
1

水
口
消
防
署
土
山
分
署　

T
E
L
6
7
─

1
1
9
9  

F
A
X
6
7
─

1
7
0
0

甲　

南　

消　

防　

署　

T
E
L
8
6
─

3
1
1
9  

F
A
X
8
6
─

0
7
1
9

甲
南
消
防
署
甲
賀
分
署　

T
E
L
8
8
─

7
7
0
1  

F
A
X
8
8
─

7
7
0
2

信　

楽　

消　

防　

署　

T
E
L
8
2
─

0
1
1
9  

F
A
X
8
2
─

3
9
7
7

甲賀広域行政組合
消防本部水口消防署
土山分署を新築移転
地域の消防力の強化と新名神への
救急・火災対応のため土山分署を
移転し、新築しました。

移転先：土山町前野124番地
  また、移転に伴い電話、FAX番号
も変更となりました。

☎67-1199　ＦＡＸ 67−1700

新土山分署

白川橋

↑るりこう園

国道1号

亀山市→←水口 GS
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№11

■
緩
衝
地
帯
の
効
果

　

イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
・
サ
ル
等
の
野
生
動
物
は

基
本
的
に
臆
病
で
人
を
恐
れ
る
生
き
物
で
す
。

身
を
隠
す
こ
と
の
で
き
な
い
開
け
た
場
所
に
出

没
す
る
場
合
、
警
戒
心
を
持
ち
や
す
く
、
山
と

農
地
の
間
に
見
通
し
の
よ
い
場
所
（
緩
衝
地

帯
）
を
設
け
る
と
、
警
戒
し
て
農
地
に
出
没
し

に
く
く
な
り
ま
す
。

　

県
で
は
木
之
本
町
小
山
や
近
江
八
幡
市
島

町
・
白
王
町
で
実
施
さ
れ
、
効
果
が
実
証
さ
れ

て
い
ま
す
。

■
山
際
の
緩
衝
地
帯
作
り

　

山
際
は
、
森
林
部
に
比
べ
て
日
照
条
件
が
よ

い
の
で
、
笹
や
つ
る
な
ど
下
草
が
繁
茂
し
や
す

い
の
で
、
藪
状
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
環
境
は
イ
ノ
シ
シ
等
野
生
動
物
が
身

を
隠
せ
る
場
所
に
な
り
や
す
い
の
で
、
藪
の
刈

り
払
い
を
お
こ
な
い
、
緩
衝
地
帯
を
作
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
手
入
れ
の
行
き
届
か
な
い
林
は
下
葉

が
繁
茂
し
て
、
見
通
し
が
悪
く
野
生
動
物
に
と

っ
て
生
息
し
や
す
い
環
境
と
な
り
ま
す
。
で
す

か
ら
、
間
伐
や
枝
払
い
、
下
葉
刈
り
を
行
い
見

通
し
の
よ
い
林
作
り
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。 　

ま
た
、
タ
ケ
ノ
コ
は
イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
の
え

さ
と
な
る
た
め
、
竹
林
の
伐
採
や
管
理
を
行
う

こ
と
が
重
要
で
す
。

■
家
畜
放
牧
に
よ
る
緩
衝
地
帯
作
り

　

家
畜
の
放
牧
は
耕
作
放
棄
地
の
雑
草
管
理
や

緩
衝
地
帯
の
形
成
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
家

畜
の
気
配
に
よ
る
野
生
獣
の
出
没
頻
度
の
減
少

等
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

甲
賀
町
隠
岐
で
は
平
成
19
年
に
2
箇
所
で
計

20
頭
の
ヤ
ギ
の
放
牧
を
行
い
ま
し
た
。

　

放
牧
場
所
は
、
い
ず
れ
も
猿
が
集
落
に
侵
入

す
る
ル
ー
ト
と
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

4
か
月
間
放
牧
し

た
場
所
で
は
、
期
間

中
群
の
出
没
は
一
回

し
か
な
く
、
例
年
収

穫
が
皆
無
で
あ
っ
た

柿
や
栗
を
収
穫
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

　

農
業
振
興
課
　

鳥
獣
害
対
策
係

　

☎
6
5
│

0
7
3
4
　

℻
6
3
│

4
5
9
2

今
回
の
鳥
獣
害
対
策
ニ
ュ
ー
ス
は
防
除
対
策
の
一
つ
と
し
て
緩
衝
地
帯
の
設
置
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

n

効
果
が
見
ら
れ
た
ヤ
ギ
の
放
牧

　
　
　
　
　

（
甲
賀
町
隠
岐
地
先
）

　生活環境課では日々の消費生活のトラブルや苦情の
相談を行っています。気軽に相談してください。お悩み相談室生活環

境課より

知っト
ク！

問い合わせ　 生活環境課　生活交通担当　
 　　月曜日～金曜日　9時～15時
　　　☎ 65─0685　℻ 63─4582

クレジット
カードの
取り扱い

　クレジットカードを紛失したり、盗難に遭い、他人にカー
ドを使用されたりしてカード会社から請求された場合、身に
覚えがなくても拒否できない場合があります。
　その場合、自分が使っていないということを立証する「ど
ういう証拠を示せるか」、自分に責任はないと「どう主張でき
るのか」ということが問題となります。
　証拠を示せない場合、あなたはカード会社に押し切られて
泣き寝入りするか、裁判まで持ち込むか、いずれにしても厄
介なことであり、できる限りこのようなトラブルは避けたい
ものです。

　クレジットカードを他人に貸したり、暗証番号を教えたり
は絶対にしないこと。また、利用明細書やATM引出明細書、
売上伝票の写しなどは過去数か月分をきちんと整理して、明
細書の請求内容を必ずチェックし、利用した覚えのない内容
があれば、すぐにカード会社に申し出ることが大切です。
　盗難や紛失した時は最寄りの警察に届出をし、その控えを
取っておくとともに、すぐにカード会社に連絡してください。
　また、クレジットカードで、小口の即時融資であるキャッ
シングができますが、収入不足を補うなどの安易な使い方は
しないようにしましょう。
　クレジットカードの決済を、利用額にかかわらず毎月一定
額で返済するリボルビング払いにすることは、借金の全体像
が見えなくなるので、できれば避けましょう。
　クレジットカードは現金と同様、大切なものです。慎重に
取り扱いましょう。

10広報あいこうか�008.3.1



こうか
まちかど特派員

  井
い の う え

上　晶
ま さ

子
こ

意
外
な
と
こ
ろ
で

　
　

名
シ
ー
ン
が
‥
‥

映
画
・
ド
ラ
マ
の
甲
賀
ロ
ケ

　鎧
よろいかぶと

兜の人々を橋の上から見る観衆。１月に放送された
TOKIOの松

まつおか

岡昌
まさひろ

宏さん主演の新春ドラマ「天と地と」の
ロケが土山から水口にかけての野洲川河川敷で行われまし
た。いつも見慣れた風景が、この日ばかりはまるで戦国時
代の合戦地。そこに豪華俳優陣が迫真の演技とくれば、見
物する方も自然と気分が高まります。放送当日は、ドラマ
のストーリーと甲賀でロケをされたシーンとで２倍楽しめ
ました。

◎甲賀ロケは時代劇だけじゃない!?
　甲賀でのロケといえば記憶に新しいのが、平成16年に信
楽で撮影された「火火」ですが、他にもきっとあるはずと
大津市にある滋賀ロケーションオフィスに問い合わせてみ
たところ、突然の電話にも関わらず大変親切に応対してい
ただき、直接お話をお伺いすることができました。
　お話をお伺いしたのは滋賀ロケーションオフィスの中野
さんで「天と地と」の撮影風景の写真を見せていただきな
がら、最近の甲賀市でのロケ作品について教えていただき
ました。作品名をお聞きしてだれもが知っているような有
名な作品であることにまず驚き、またロケ地があまりにも
身近なところであることで二度の驚きでした。甲賀ロケに
は時代劇だけではなく妖怪ものもありだった！これも自然
豊かな証拠‥‥？

◎新名神の開通でますます増える市内ロケ
　これまで、甲賀市で行われたロケは決して多くはなかっ
たのですが、新名神の開通によって交通の便もよくなり、
今後ますます甲賀市でのロケは増えるかもしれません。
　現在、滋賀ロケーションオフィスでは、ロケ地として使
える場所を広く募集しておられます。またエキストラやボ
ランティアスタッフとして撮影を手伝っていただく個人サ

ポーターや映像の製作や宿泊、運送などさまざまな面で協
力していただける企業サポーターも募集中とのことです。
ロケ地は自然豊かな場所だけでなく、個人の店舗なども
OK ！ということですので希望される方は下記までお問い
合わせください。
　滋賀でのロケというと彦根城や近江八幡市が多いようで
すが、近い将来、甲賀市のあちこちで映画やドラマが撮影
されたら‥‥と夢が膨らむ楽しい取材でした。

■甲賀市内での主なロケ作品
製作年 タイトル 主なロケ地 主な出演者

17年
蟲師（むしし） 甲南町岩尾池 オダギリジョー
巧名が辻 土山町野洲川河川敷 仲 間 由 紀 恵
新・科捜研の女 信楽町各地 沢 口　 靖 子

18年 ゲゲゲの鬼太郎 土山町猪鼻 ウ エ ン ツ 瑛 士
19年 天と地と 土山町野洲川河川敷 松 岡　 昌 宏
20年 鞍馬天狗 土山町市場 野 村　 萬 斎

問い合わせ
滋賀ロケーションオフィス

（社団法人びわこビジターズビューロー内）
☎077-511-1537　ＦＡＸ077-523-7555
Eメール：info@shiga-location.jp
ホームページ：http://www.shiga-location.jp

n

「
天
と
地
と
」の
撮
影
風
景
‥
‥
身
近
な
場
所
が
ロ
ケ
地
に

n

野洲川河川敷で行われた「巧名が辻」の撮影

ⓒ滋賀ロケーションオフィス

ⓒ滋賀ロケーションオフィス
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寺 院は神社とともに、地域社会のなかで大きな位置
を占めてきました。江戸時代以降に整

備され、檀家の先祖供養と葬祭を行う檀那
寺が身近ですが、檀家を持たず、村のた
めに種々の祈祷をし、神社に接しその
管理運営を行う神宮寺などの「祈願
寺」には、神仏分離により廃寺となっ
たものもありますが、その成立は檀那
寺より古く、平安・鎌倉期の古像や、修

しゅ

正
しょ

会
うえ

に起源する年頭のオコナイなど、地
域の歴史を語る有形無形の文化を伝えると
ころが少なくありません。
　『市史』一巻で触れられたように、市域では「古
寺」というべき寺院の多くは天台宗で、しかも宗祖最澄の
開基とする伝承が広く行われています。もちろんそれは「由
緒」ですが、そこに投影された歴史を考えることは、決し
て無益ではありません。今後の『市史』のなかでも、さま
ざまな角度から光を当てる予定です。

第28回

甲賀の古社と「祈願寺」

歴史文化財課　市史編さん室
　　　　　　　　　（甲南庁舎３階）
 ☎ 86-8075  ℻ 86-8216

購入・問い合わせ

n

最澄開基と
　伝える櫟野
　寺も祈願寺
　の一つ

■『市史』書店で販売中
『市史』は次の書店でも販売しています。

　水口　三宝堂書店〈アヤハプラザ〉
　水口　ハタヤ書店〈平和堂〉
　水口　山川書店〈平和堂〉
　水口　山田書店〈平町〉
　土山　ウエノ〈北土山〉
　甲南　一番館〈アーバンぱる〉
　信楽　谷川書店〈長野〉

　

甲
賀
の
霊
峰
「
飯
道
寺
」
は
、

人
の
心
を
押
さ
え
て
離
さ
な
い

聖
地
で
す
。

　

こ
の
飯
道
山
に
は
、
近
世
、

醍だ
い

醐ご

三さ
ん
ぽ
う
い
ん

宝
院
を
法
頭
と
す
る
全

国
に
十
二
箇
寺
し
か
な
い
当と

う
ざ
ん山

派は

正し
ょ
う

大だ
い

先せ
ん
だ
つ達
寺
院
、
岩
本
院
と

梅
本
院
が
大
き
な
勢
力
を
も
っ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
二
院
は
、
全
国
に
多
く

の
同
行
山
伏
を
か
か
え
、
勧か

ん

進じ
ん

活
動
や
各
地
の
霊
山
の
先
達
を

行
う
な
ど
、
全
国
に
活
動
の
痕

跡
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

紀
州
熊
野
に
あ
る
本
宮
・
新

宮
・
那
智
の
熊
野
三
山
は
、
平

安
末
期
頃
よ
り
極
楽
往
生
を
求

め
る
上
皇
や
貴
族
た
ち
に
よ
っ

て
「
蟻あ

り

の
熊
野
詣
」
と
称
さ
れ

る
ほ
ど
に
多
く
の
参
詣
を
集
め

ま
す
。

　

そ
の
熊
野
に
は
、
三
山
の
社

堂
の
造
営
や
修
理
を
行
う
た

め
、
浄
財
を
募
る
本
願
と
呼
ば

れ
る
勧
進
元
が
置
か
れ
、
熊
野

本
願
九
ヶ
寺
中
、
熊
野
新
宮
の

本
願
庵
主
と
し
て
頭
角
を
現
し

て
い
く
の
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
飯

道
寺
梅
本
院
の
先
達
た
ち
で
し

た
。

　

新
宮
庵あ

ん
し
ゅ主

家
に
伝
わ
る
『
熊

野
年
代
記
古
写
』
に
よ
れ
ば
、

天
文
11
年
（
一
五
四
二
）、
水み

ず

本も
と

坊ぼ
う

祐ゆ
う

盛じ
ょ
うが
新
宮
の
鳥
居
を
建

て
た
と
あ
り
、
同
18
年
に
は
祐

盛
は
新
宮
本
願
庵
主
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。

　

続
く
永
禄
年
間
に
は
、
飯
道

寺
梅
本
院
の
行
鎮
が
庵
主
と
な

り
、
梅
本
院
先
達
の
新
宮
庵
主

入
り
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
後
、

代
々
新
宮
庵
主
は
梅
本
院
が
世

襲
し
、
行

ぎ
ょ
う
し
ゅ
ん
春
、
行ぎ

ょ
う
そ
ん尊
、
行ぎ

ょ
う
さ
ん算
、

行ぎ
ょ
う
け家

、
行ぎ

ょ
う
せ
い盛

、
周

し
ゅ
う
じ
ゅ
ん

純
と
16
世
紀

末
期
よ
り
18
世
紀
初
期
の
一
世

紀
半
に
亘
っ
て
新
宮
庵
主
と
し

て
君
臨
し
続
け
る
の
で
す
。

　

熊
野
新
宮
で
の
梅
本
院
の
活

動
の
様
子
は
、
梅
本
家
に
伝
わ

る
『
熊
野
新
宮
本
願
庵
主
文
書
』

に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

お
そ
ら
く
熊
野
新
宮
の
本
願

庵
主
は
、
全
国
に
熊
野
信
仰
を

伝
え
る
熊
野
山
伏
や
比び

く

に

丘
尼
た

ち
を
動
か
し
、
熊
野
参
詣
へ
と

導
く
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

飯
道
寺
か
ら
熊
野
の
地
に
赴

い
た
彼
ら
の
足
跡
は
、
飯
道
山

に
鎮
座
す
る
飯
道
神
社
の
祭
神

と
し
て
祭
ら
れ
る
「
速は

や

玉た
ま

男お
の

命み
こ
と」
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

甲
賀
市
史
跡
「
飯
道
神
社
・

飯
道
山
遺
跡
」
に
秘
め
ら
れ
た

歴
史
の
数
々
。
こ
の
大
切
な
歴

史
遺
産
を
い
つ
ま
で
も
大
切
に

守
り
続
け
て
い
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

30

飯道寺山伏と熊野信仰

問
い
合
わ
せ

歴
史
文
化
財
課  

調
査
管
理
係

☎
８
６
─

8
0
2
6

ＦＡＸ
８
６
─

８
２
１
６

m
東
照
宮
跡
に
立
つ「
行
尊
」銘
の
石
碑
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甲賀市の
大切な

自然自然自然
 甲賀市内の

大切な自然が存在する
地域について紹介します 信楽  田代川流域

●第5回●

パートⅡ

みなくち子どもの森自然館
1 63-6712　FAX 63-0466

　田代川は太神山地の流れを集め、大津市上田上大鳥
居で大戸川に合流します。中流域に東海自然歩道が接し、
景勝、三筋の滝があります。
　信楽町から大津市上田上にかけて、花崗岩地帯がひ
ろがっていて、田代川流域も崩れやすく、岩地の多い、
地味の乏しい山地です。早春、木々の葉が芽吹く前、
マンサク、コウヤミズキ、タムシバの花が咲き出します。
コウヤミズキは花崗岩地帯にみられる植物で、黄色の
小さな花が房のように集まって、垂れ下がって咲きます。
滋賀県ではこの地域近辺にしか生育しない、分布上重
要種です。初夏には鈴鹿山地に咲くベニドウダンもみ
られます。近年まではヤマグルマの花も咲きました。
　夏、水のしたたり落ちる岩壁に咲くキンコウカも花
崗岩地に生える植物で、滋賀県が日本での分布の西南
限地になっています。湿地やその周りにカキランが咲
きます。

田代川に沿った道端には、いまなおコオニユリ、クモキ
リソウなど、野山でみることの少なくなってしまった花々
が咲くなど豊かな自然が残っています。
　山地や河川は林道の開発などの改変を受けやすく、そ
こで生きてきた生き物の生きる場所を狭めてきました。
田代川流域には、まだまだほかでは失われてしまった生
き物が息づいています。今後どのように保全していくかが、
大きな課題と思われます。

３日㈪、10日㈪、17日㈪
21日㈮、24日㈪、 31日㈪

3月の
休園日

n

コウヤミズキ（谷悦男氏撮影）

n

キンコウカ

甲賀市文化協会連合会文芸欄 今回は甲賀町文化協会から
お寄せいただきました。

甲
賀
町
俳
句
同
好
会　

北
川
渓
舟 

選

鹿

深

句

会
　

粂
田
美
智
子 

選

甲

賀

川

柳
　

井
上
謹
三 

選

　

次
号（
４
月
１
日
号
）は
、あ
い
の
土
山
文
化
協
会
の
予
定
で
す
。

・
重
詰
や
田
舎
料
理
に
老
い
笑
顔	

増
井　

竹
史

・
初
雀
狭
庭
に
こ
ぼ
れ
て
二
羽
三
羽	

立
岡　

久
女

・
元
朝
や
挨
拶
受
け
も
丁
重
に	

松
島　

芳
子

・
重
詰
に
白
エ
プ
ロ
ン
の
祖
母
光
る	

立
岡
き
さ
え

・
平
成
の
世
も
二
十
年
お
元
日	

森
地
千
恵
子

・
初
雀
す
が
し
き
朝
の
庭
に
降
り	

藤
橋　

淑
子

・
野
の
風
も
流
る
る
水
も
冬
ざ
る
る	

東　

美
千
代

・
白
子
漁
旬
の
肴
に
旬
を
酌
む	

粂
田
美
智
子

・
柚
子
風
呂
に
荒
れ
た
る
手
足
癒
し
け
り	

藤
縄
よ
し
み

・
ふ
る
里
の
味
を
包
み
て
歳
暮
か
な	

堀　

小
夜
子

・
聖
樹
の
灯
団
地
の
闇
に
き
ら
め
き
ぬ	

松
島　

初
江

・
峠
道
草
木
沈
み
て
冬
ざ
る
る	

前
田
よ
し
ゑ

・
盛
り
塩
を
作
り
入
口
清
め
お
く	

北
川　

渓
舟

・
大
学
出
職
の
入
り
口
狭
き
門	

瀬
古　

一
郎

・
幼
き
日
水
田
で
ス
ケ
ー
ト
出
来
た
日
も	

藤
橋
阿
さ
江

・
夏
の
浜
素
足
の
後
を
波
が
消
す	

立
岡　

由
子

・
盆
踊
り
素
足
に
下
駄
が
よ
く
似
合
う	

奥
山　

康
雄

・
さ
さ
や
か
な
年
金
だ
け
ど
拝
み
ま
す	

山
下
き
よ
の
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●秘書広報課 ☎65-0675／FAX63-4619
ここでは地域の話題を紹介しています。
皆さんからの情報提供をお待ちしています。

家庭菜園から
　人間の手発見!?

　甲南町深川の森
も り

野
の

美
み よ こ

代子さん宅の畑で、人間
の手の形をしたダイコンがとれました。
　年間を通して季節の野菜を育てている森野さ
んが、自宅敷地内の家庭菜園で、このダイコンを
見つけたのは昨年末のこと。数ある変形したダイ
コンの中に、このダイコンを見つけ、驚いて写真
に収めたそうです。
　このめずらしいダイコン、しばらくはご近所を
にぎわせていたようです。 m �森野さんと手の形をしたダイコン

m�
熱
心
に
指
導
す
る
成
世
さ
ん

民
謡
の
プ
ロ
か
ら

　
　
　

歌
い
方
を
伝
授

～
鈴
鹿
馬
子
唄
学
習
塾
～

　

プ
ロ
の
民
謡
歌
手
が
、
民
謡

の
良
さ
を
楽
し
く
親
し
み
や
す

く
指
導
す
る
鈴
鹿
馬
子
唄
学
習

塾
が
土
山
地
域
の
小
中
学
校
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

郷
土
の
民
謡
を
次
代
に
伝
え
、

よ
り
歌
唱
力
を
高
め
よ
う
と
、

あ
い
の
土
山
文
化
体
育
振
興
会

が
10
年
前
か
ら
開
い
て
い
ま
す
。

毎
年
地
元
で
開
催
さ
れ
る
鈴
鹿

馬
子
唄
全
国
大
会
へ
の
出
場
者

も
多
い
山
内
小
学
校
で
は
、
2

月
6
日（
水
）、全
校
児
童
44
名
が
、

民
謡
歌
手
の
成な

る

世せ

昌し
ょ
う

平へ
い

さ
ん
か

ら
、
馬
子
唄
の
歌
い
方
の
コ
ツ

を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

成
世
さ
ん
は
、
こ
の
日
の
児

童
の
出
来
を
期
待
し
て
い
た
以

上
の
「
1
2
0
点
」
と
評
価
、

「
立
派
に
歌
え
た
こ
と
に
自
信
を

持
っ
て
」
と
子
ど
も
た
ち
を
激

励
し
ま
し
た
。

　

同
校
の
皆
さ
ん
は
、
2
月
23
日

（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
新
名
神
高

速
道
路
の
開
通
記
念
式
典
で
も
、

そ
の
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

m�
節
回
し
を
学
び
元
気
に
鈴
鹿

馬
子
唄
を
歌
う
児
童
た
ち

m

日
本
語
で
ス
ピ
ー
チ
を
披
露
し
た

外
国
人
の
皆
さ
ん

本の人にももっと外国の文化に心を開いて欲し
いことなどを発表。日本語の流ちょうな方、そ
うでない方さまざまでしたが、思いは、会場の
方に十分伝わったようです。なかには今日本で
流行のギャグを使い、会場から大きな笑いを誘
う方もありました。
　当日は中嶋市長も参加、国際化が進む甲賀市
の状況を踏まえて歓迎のあいさつをしました。
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●秘書広報課 ☎65-0675／FAX63-4619
ここでは地域の話題を紹介しています。
皆さんからの情報提供をお待ちしています。

　“つたえよう　私のおもい”びわこ日本語ネットワー
ク主催の第４回外国人による日本語スピーチ大会が２
月10日㈰、碧水ホールで開催されました。当日は、ア
メリカやブラジル、スリランカ、中国、韓国、ウズベ
キスタン出身で甲賀市を始め、県内で活躍する外国人
10名が、自分の思いを日本語で発表しました。
　皆さんは、日本語が難しくて困ったことや色々な文
化に触れて自分自身の考え方が変わったこと、また日

　

昨
年
11
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー

ル
。
こ
れ
ま
で
各
種
の
記
念
事
業
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
月
８
日（
金
）に
は
、
宝
く
じ
ま
ち
の
音
楽
会
「
南
こ
う

せ
つ
w
i
t
h 

ウ
ー
・
フ
ァ
ン　

心
の
う
た
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
開
催
さ
れ
、
会
場
は
多
く
の
フ
ァ
ン
で
満
員
と
な
り
、
心

に
響
く
唄
と
と
も
に
素
敵
な
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
当
日
は
、
市
民
を
中
心
と
し
た
地
元
コ
ー
ラ
ス
隊
が

結
成
さ
れ
、
南
こ
う
せ
つ
さ
ん
と
『
故
郷
』
と
『
満
天
の
星
』

を
一
緒
に
大
合
唱
、
会
場
の
皆
さ
ん
も
口
ず
さ
み
な
が
ら
と

も
に
素
敵
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

な
お
こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
助
成
事
業
し
て
開
催
さ
れ
た

も
の
で
す
。

南
こ
う
せ
つ
さ
ん
と
大
合
唱
～
宝
く
じ
ま
ち
の
音
楽
会
～

m �心がひとつになった南こうせつさんと
地元コーラス隊との大合唱

日本語って難しい…
でもみんな優しいから
素敵な国
―外国人による日本語スピーチ大会―

�
�
�
�
�
�
�
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ご自宅のパソコンから申告などの手続きが簡単にできます。
詳しくは  イータックス  で検索（www.e-tax.nta.go.jp）

ｅ-Taxをご利用ください

水口スポーツの森へ行こう
●3月の催し
甲賀市民スタジアム 多目的グラウンド

※時間は変更される場合があるため掲載していません。

日 曜日 大　会　名

8・
9

土・
日

日本少年野球第38回春季大会支部予選

22 土 春季Ｂ級大会（滋賀県軟式野球連盟）

30 日 春季Ｂ級大会（滋賀県軟式野球連盟）

日 曜日 大　会　名

22・
23

土・
日

第2回甲賀市長杯少年サッカー協会
甲賀支部

夜空旅人（天体観望会）
3月8日（土）

「織音（オリオン）が叶える星物語」

　かふか生涯学習館では、音楽と星を
織りまぜたミニコンサートを行いま
す。音の楽しさ、やさしさに触れ、夜
空を見上げて心温まる時を過ごしませ
んか。

場　所／かふか生涯学習館
時　間／ 19：30〜21：30
受　付／下記までお電話ください

（先着40名）
※中学生以下のお子さんお一人での
　参加はご遠慮ください。
締　切／ 3月5日（水）17：00まで

問・申…かふか生涯学習館
288-4100　588-5055

市民ギャラリ−
『ちりめん細工』作品展

　今回は、土山町市場の手作り仲間5人
でいろいろな活動をされている中の一
つをご紹介します。古布や残り布を使っ
て斎王群行（3月30日開催）に合わせて
作られたかわいい小物の作品展です。

期　間／ 3月3日（月）〜28日（金）
（ 但 し、3日 は13：00か ら、28
日は15：00まで）

場　所／土山支所1階ロビー
内　容／ちりめん等を使った作品展

問…土山支所
266-1101　566-1564

みなくち子どもの森を歩こう
「春の気配〜オタマジャク
シの観察」

　毎月第一日曜日には、みなくち子ど
もの森を歩きながら自然観察します。
今回は春のはじめに卵を産むアカガエ
ルのオタマジャクシを探してみます。

日　時／ 3月2日（日）　14：00〜
約1時間　小雨決行

集合場所／みなくち子どもの森自然館前
対　象／子ども〜大人　園路を約1時間

歩ける方
※申込は不要です。野外を歩く服装と
靴で上記集合場所へおいでください。

問…みなくち子どもの森自然館
263-6712　563-0466

甲南ふれあいの館
なつかしの体験教室
わらぞうり・布ぞうりづくり

　今ではほとんど見られなくなった昔
のはきもの、わらぞうり、最近注目の
布ぞうりを自分で作ってみませんか。

定　員／先着20名
参加費／ 200円/大人
日　時／ 3月8日（土） 13：00〜15：00
申込方法／電話・FAXで下記までご連

絡ください。

問…甲南ふれあいの館
2/586-7551

みなくち子どもの森
しぜん学習会「春の野草」

　早春の自然を観察します。みつけた野
草を料理し、味も楽しんでみましょう。

日　時／ 3月30日（日）9：30〜12：30
（雨天中止）

場　所／みなくち子どもの森
定　員／ 30人（子ども〜大人）
参加費／ 200円（材料費）
持 ち 物 ／汚れてもよい服装、帽子、お

箸、お椀、おにぎり、野草を入
れる袋

申込方法／ 3月29日までに、参加者全
員の氏名・年齢・住所・電話番
号を下記までご連絡ください。

問・申…みなくち子どもの森自然館
263-6712　563-0466

小学生のための国際理解講座
世界まなびじゅく2007
第5回　フィンランド

　フィンランド野球「ペサパッロ」をし
てみよう。2007年度最終回です。全
5回の参加者にはプレゼントがありま
す。該当の方は、申し込みの際その旨
お知らせください。

日　時／ 3月8日（土） 10：00〜12：00
場　所／忍の里プララ
対　象／小学生
参加費／

甲賀市国際交流協会会員　300円
非会員　　　　　　　　　500円

2007年度まなびじゅくファ
イルのある方は100円引き

持ち物／筆記用具・まなびじゅくファ
イル

申込締切／ 3月5日（水）

問…甲賀市国際交流協会
2/563-8728

（月～金　10：00～17：00）

第1回“おいしい信楽”商工祭
　恵まれた自然、豊かな歴史的資源、
そして市民を結びつけ、食を通して地
域の魅力を再発見していただくために
開催します。

日　時／ 3月23日（日）10：00〜15：00
場　所／長野商店街駐車場、旧藤喜商

店駐車場及び空き店舗
内　容／畜産・農産物及びその加工品

の展示・販売、地域で開発・
生産された食品の展示・販売

問…信楽町商工会
282-0873　582-3117

ドキュメンタリー上映会
「PERMANENCIA
〜この国にとどまって〜」

上映会＆ブラジル移民100年の歴史写真展
　1908年にブラジルへの移民を乗せ
た「笠戸丸」が神戸港を出港し今年で
100年。その歴史やブラジルの人の想
いを感じてみませんか？

日　時／ 3月8日（土）13：30〜16：00
場　所／忍の里プララ　大会議室
参加費／無料

巡回写真展
3月9日（日）〜20日（木）

水口図書館（月曜休館）
3月21日（金）〜30日（日）

滋賀銀行貴生川支店・水口郵便局
（営業時間内・土日休み）

問…甲賀市国際交流協会
2/563-8728

（月〜金、10：00〜17：00）
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市営駐車場の利用者募集
受付期間／ 3月3日（月）〜14日（金）

（土・日を除く9：00〜17：00）
使用開始日／ 4月1日（火）
■JR甲賀駅南駐車場

２区画・１か月　3,000円
問…生活環境課生活交通担当

265-0686　563-4582
■JR油日駅前駐車場

1か月　3,000円
問…油日駅を守る会

288-5879（直接お問い合わせください。）

■JR甲南駅前駐輪場
自転車　1か月　1,500円
原　付　1か月　1,800円

受付時間／ 6：15 〜 9：15、13：00 〜
　14：00、18：30 〜 20：30

問…甲南駅前駐輪場
286-0590（直接お問い合わせください。）

新名神甲南インターチェンジ
プロジェクト参加者募集

　新名神高速道路を地域の活性化に活
かすことを目的に開催します。ヘリコ
プターに乗り上空から新名神を見て、
甲南インターチェンジを活かした甲賀
の可能性を市民みんなで考えましょう。

■ヘリコプター搭乗
日　時／ 3月29日（土）10：00〜15：00
場　所／市役所甲南庁舎裏河川敷
搭乗費／一人5,000円（8分間遊覧）

■甲南インターチェンジ活性化シンポジウム
日　時／ 3月29日（土）14：00〜16：30
場　所／忍の里プララ大ホール
基調講演／嘉

か だ

田由
ゆ き こ

紀子　滋賀県知事
「新名神を滋賀としてどう活
かすか」

■第１回忍者検定
日　時／ 3月29日（土）10：00〜
場　所／忍の里プララ大会議室
参加費／大人500円、子ども300円

（要事前申込）

問…甲南町観光協会
2/560-2690

①HPからカンタン申告 ②最高5,000円の税額控除
 ③添付書類が提出不要 ④還付金がスピーディー

ｅ-Taxを利用して所得税の申告をすると

登録統計調査員募集
　統計調査員の方には、国などが行う
各種統計調査において、調査票の配布・
回収・点検を行っていただきます。
　調査実施のつど期間を定めて、登録
された方の中から優先的に調査員をお
願いし、調査活動を行っていただきま
す。（報酬をお支払いします）
　市内在住の20歳以上で税務・警察・
選挙等に直接関係のない方であれば、
どなたでも応募できます。その他詳し
くは下記までお問い合わせください。

問…企画政策課　企画政策担当
265-0670　563-4554

平成20年度みなくち子どもの森
「わくわく体験農場」
参加者募集

　メダカやトンボがすむ体験農場で、
田植え・稲刈り・野菜づくりなどをし
ます。その他、自然いっぱいの子ども
の森で、生き物にふれたり、森の素材
で工作をしたりして、四季を通じてい
ろいろな体験をしましょう。

日　時／ 4月〜翌年1月の毎月1回
日曜日の9：00〜12：00

場　所／みなくち子どもの森　体験農場
内　容／お米作り、野菜栽培、ソバう

ち、お餅つき、生き物観察、
クラフトなど

定　員／ 30人（原則として毎回参加で
きる方）。定員を超えた場合
は家族ごとに抽選します。

対　象／小学生〜大人　小学生未満は
保護者同伴（収穫や調理の鎌
や包丁を使います。）

参加費／家族ごとに年間1,000円。
その他毎回材料費等数百円。

申込方法／ハガキに「わくわく体験農場
参加希望」と明記し、参加者全
員の氏名・年齢、住所、電話
番号を記入の上、下記まで。

申込締切／ 3月25日（火）必着
年間計画／

  4/  6　種まきと野草つみ
  5/  6　田植え
  6/  8　田の除草と子どもの森ハイキング
  7/13　田んぼの生き物観察
  8/24　野菜の収穫祭とソバ種まき
  9/28　稲刈り・芋ほり
10/19　アウトドアクッキング
11/  2　ソバ収穫と森のクラフト
12/14　お餅つき・ソバうち
  1/12　小正月の左義長

問・申…みなくち子どもの森自然館
　　〒528-0051水口町北内貴10

263-6712　563-0466

佐藤通弘
津軽三味線演奏会

　津軽三味線全国大会A級優勝２連覇
経験者で、国内はもとより海外でも活
躍する佐

さ と う

藤通
みちひろ

弘の演奏会です。
　共演に、次代を担う若手として注目
される息子の佐

さ と う

藤通
みちよし

芳を迎えます。

日　時／ 3月15日（土）　14：00開演
入場料／前売券

一般　　　　　　　　　2,000円
学生、シニア（60歳以上）1,500円

当日券は各500円増
※乳幼児のお子さんの入場はご遠慮ください。
　前売券は碧水ホールの他、市内各所
で発売中。前売で完売した場合は、当
日券はありません。

問・会場…碧水ホール
263-2006　563-0752

（受付時間  9：00～17：00　月曜休館）

信楽高等学校セラミック科
社会人聴講生募集

募集定員／ 6名
聴講科目／ 2年セラミック実習
応募資格／ 1年間を通じて当該科目に

意欲的に取り組める人
聴講期間／平成20年4月から平成21年

3月までの1年間（聴講は週1
回3時間連続授業）

内　容／生徒と一緒に授業を受けま

す。基礎的な内容で初心者向
きです。ろくろ成形・手ひね
り成形・釉薬の3項目を受講
します。

募集期間／ 3月14日（金）まで
応募方法／下記事務室に備え付け、又

はホームページからダウン
ロードした聴講申込書に必要
事項を記入し、本人確認書類
を添付の上、下記まで持参く
ださい。（申込受付時間9：00
〜16：00）

問・申…県立信楽高等学校
282-0167　582-2124
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弁護士による無料法律相談
※事前予約が必要です。
※相談はどなたでも受けられます。

■水口町商工会
日　時／ 3月21日（金）13：00〜16：00
場　所／水口商工会館2階

問…水口町商工会
262-1676　563-1052

■甲南町商工会
日　時／ 3月13日（木）13：00〜16：00
場　所／甲南町商工会館2階

問…甲南町商工会
286-2016　586-5818

3月の１日
社会保険相談所の開設

日　時／ 3月13日（木）
　　　　（予約制になっていますので、

事前に草津社会保険事務所へ
申し込みをお願いします。）

場　所／水口社会福祉センター 2階
　　　　中会議室
持ち物／年金手帳・年金証書・雇用保

険証または受給者証・過去に
勤務した会社等の職歴メモ・
認印

問…草津社会保険事務所
　2077-567-1311
　2077-567-1383（予約専用）
　市役所保険年金課
　265-0688
　（市役所へは予約申し込みできません）

労働相談窓口の開設
　社会保険労務士による無料相談窓口
を開設します。
　「突然の解雇」、「賃金カット」、「年
金」、「保険」など労働に関するあらゆ
る相談をお受けします。

日　時／ 3月12日（水）14：00〜16：00
場　所／水口社会福祉センター 2階

（水口税務署北隣）
受　付／電話で予約を受け付けます。
※予約なしにお越しいただいても結構
　ですが、予約のある方を優先します。

問…商工観光課
　　265-0710　563-4087

甲賀市美術展覧会
第3回 会期  2008．3．1（土）〜9（日）

会場  あいこうか市民ホール、碧水ホール

法　律　相　談
日　時／ 3月21日（金）13：00〜16：00
場　所／信楽開発センター
※3月7日（金）８：３０から予約受付
日　時／ 3月27日（木）13：00〜16：00
場　所／水口社会福祉センター
※3月13日（木）８：３０から予約受付
定　員／ 6名（1人30分）
申込方法／相談は予約制です
　相談日の２週間前から電話・来所に
より先着順です。
予約先／甲賀市社会福祉協議会

水口社会福祉センター 2階
予約電話番号／ 62-8085
相談員／滋賀県弁護士会所属の弁護士
※相談は無料で秘密は厳守します。

問…甲賀市社会福祉協議会
262-8085　563-2021
社会福祉課
265-0700　563-4085

甲南中央運動公園トレーニングハウス
初回使用者講習会
毎月第3火曜日19：00〜21：00
毎月第3土曜日 9 ：30〜11：30

　どちらか都合の良い日で受講くださ
い。
受講料／ 500円（事前申込必要です。）
日　時／ 3月15日（土） 9 ：30〜11：30
　　　　     18日（火）19：00〜21：00

問…甲南B&G海洋センター
286-6971　586-6984

第3回甲賀市地域福祉大会
日　時／ 3月22日（土）13：30〜16：00
場　所／水口社会福祉センター
内　容／パネルトーク

テーマ「みんながつながる健
康福祉会」

※手話通訳、要約筆記あり

問…社会福祉課
265-0700　563-4085
社会福祉協議会
262-8085　563-2021

男の健康料理本〜小さじ
の秘密〜ができました

　「健康づくりを食べることから考え
ましょう」をテーマに作られた料理冊
子ができました。
　４つの料理レシピと共に、塩分・脂
のとり方、カロリー、運動など、栄養
士や保健師のアドバイスがついていま
す。年齢に関係なく生活習慣病を予防
し、健康な体を維持することを意識し
ていただければと思います。
　男性グループが作った冊子ですの
で、料理に関心がなかった方や、初心
者にも取り組みやすくなっています。

— 冊子をご希望の方は —
　市民活動推進課又は市内各保健セン
ターまで

問…健康づくり自主グループ
「華板さん」　代表：内藤
262-7685

シンポジウム羽
は

川
が わ

英
ひ で

樹
き

と語る
「甲賀の観光まちおこし」

　魅力ある地域づくりを進めるため、
甲賀地域の「宝」とその魅力発信につ
いて、パネルディスカッションを開催
します。

日　時／ 3月16日（日）13：30〜16：00
場　所／サンヒルズ甲西

（湖南市西峰町1番地1）
参加費／無料
主　催／甲賀広域観光まちおこし協議

会（天平ロマンの観光まちお
こし実行委員会）

申込方法／電話またはFAXで下記まで
お申し込みください。

問・申…県南部振興局  地域振興課
2077-567-5404
5077-564-3934

ダイヤ改正のお知らせ
　3月15日に実施予定のJRダイヤ改
正に合わせ、信楽高原鐵道が3月15日
に、またコミュニティバスが4月1日に
それぞれダイヤ改正を実施します。新
ダイヤ表は、信楽高原鐵道が3月1日
頃から各駅で、コミュニティバスは企
画政策課、各支所、乗車券販売窓口で
3月15日頃から配布する予定です。

問…滋賀バス　　　262-7011
　　シガ・エージェントシステム
　　　　　　　　　266-1251
　　信楽高原鐵道　282-3391
　　企画政策課　　265-0672
　　　　　　　　　563-4554
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こうか

このコーナーでは市内の幼稚園、
小中学校の児童・生徒が描いた
絵を順次紹介していきます。
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１
年

　　　
杉本　大気さん

「孤独」

すぎもと　　たい き

信楽中学校　３年

村井　勇太さん

「手のデッサン」

むら い　　 ゆう た
甲賀中学校　２年

「シャーロットのおくりもの」
くにひろ　　みお

希望ヶ丘小学校　５年　國廣　澪さん

「自画像『夢に向かうために』」
甲南中学校　３年　服部　友香さん

はっとり　　とも か


